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はじめに

小・中 a高等学校の理科の実験でしばしば使わ

れるヨウ素やヨウ化カリウムは比樹9毒性が少な

く，市販のうがい薬に含まれており，入手もしや

すく耕すとしての利用価植が高いものと思われる。

小・中学校でよく利用されているのはデンプンの

検出反応で，ヨウ素液がデンプンと反応し青紫色

になることを取り扱ったものがほとんとーで、あるが，

その使われ方も様々である。またその他にもヨウ

化カリウムの性質を利用した実験もあり，多岐に

わたり利用されている。このためヨウ棄却むを利

用した理科耕おこ注自し，授業に関連性をもたせ

ることで，単にヨウ素液を試薬として捉えるだけ

でなく，その性質や使われ方を学び，各単元のつ

ながり，自然界のつながりを生徒に考えさせるこ

とができ総併句な力をつけさせることができるの

ではなし1かと考えた。

本研究では，試薬入手の容易さとこの反応の利用

の抗凋性に注目し，まずインターネットのウェブ、

サイトにどのような応用例が見られるかを検索し

て，これらを分類・解析し，これをもとに紡批

を図り，実践を行い，検討・考察した。

1. WW.Wによる資料収集とその解析

図1には， 107件の応用例の分布を示した。最

も多いのは，酸化還元反応であり，次はヨウ化カ

リウムデンプン紙の応用で、あった。これらの 107

の応用例は大きく 2つのグループ，③ヨウ化カリ

ウムと⑤デンプンに分けることができる。@では，

①カリウムの炎色反応への用例と②ヨウ化物イオ
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ン (C)に対する応用例が分類される。また②の

用例は，さらに¢酸化 a 還元反応と@電気分解と

の沈殿反誌に分類される。

ヨウ化カリウムの応用例
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図1ヨウ化カリウムを用いた理科教材の応用例

③ヨウ化カリウム住江)

①カリウム (K)の炎色即む

②ヨウ化物イオン (C)

G酸化・還元反応

@電気分¥解

。沈殿反応

⑤デンプン (αH1005)n

①デンプンの生成(光合成)

②デンプンの分解(酵素反応)

③デンプン自身の性質

④デンプンの検出

⑤ヨウ化カリウムデンプン紙としての利用

⑤化合物中のヨウ化物の検出

ヨウ化カリウムへの応用例の中で@の酸化・還

元反応の用例が最も多く，その応用例を図2にス

キームとして示した。図2のスキームから明らか

なように，このグ、ループで、は多種類の応用例が見

られ，教材としての活用が最も期待される。⑧の

②テ守ンプンの分解についてその応用例を図3のス
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キームとして示した。これらの酵素反応の応用例

は人の身辺や生活と密接な関係があり，生徒の関

心を高める教材として発展できそうである。

託、の定量 凶

図2KIに対する酸化・還元反応の応用例

壁撃底

図3デンプンの酵素反応の応用例

教材の開発・授業実践

1.中学校の理科の授業におけるテイ}ム・ティ

}チング「食物の消化と吸収jの授業を通して(分

類@(g瀞素反応の適用例としての教本将司発)

II.酸化・還元反応と酸・塩基反応、の概念を同時

に取り入れた発展白嘘科授業，粉末飲料中のクエ

ン酸とアスコルビン酸の定量分析を通して(分類

@怒沼酸化・還元反応 ピタミンCとの同志)

2.地域の河川・池の∞(溶存酸素)測定による

水質調査

DOメータによる溶存酸素量の測定と実験室で

のヨウ化カリウムを用いた滴定法による測定とを

行い，両者の数値的な比較を行った(図4)。

図4 朕)me胞rとヨウ素滴定j去との対照

3.分光光度計を用いたヨウ素デンプン溶液の測

定と海藻中のヨウ素の分析

0.2%デンプン溶液で種々の濃度のヨウ素溶液

に対してその吸収極大における吸光度とヨウ素濃

度を図5に示した。この検量線により未知濃度の

ヨウ素を求めることが可能である。これを適用し

て海藻中のヨウ素の分析を行った。また lOppmの

ヨウ素を用いると，本実勝吉果から得られた検量

線(図的により，未知濃度のデンプンの濃度を

求めることが可能である。これを適用して常温で

簡便に行える唾液のはたらきを調べる粉初開発

を行った。またデンプン濃度の違いによる着色の

変化を色漂本として示した。

鍋値 幅 制
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( I翠5ヨウ素の検量線 図6デンプン瀦夜の検量線曲線

ヨウ素デンプン反応の吸収スペクトノレを求める

ことにより，ヨウ素やデンプンの濃度を求めるこ

とが可能であることがわかった。指示薬として広

く耕寸に用いられるヨウ素液の性質を托握して，

実験を行うことが有益であることがわかったo
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